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は じ め に
1892－93（明治25－26）年にかけておこなわれた福島安正のシベリア単騎旅行について
は，すでに科学研究費助成金特定領域研究「東アジアの出版文化」にかかわる「『満洲国』
時代を中心とする『満蒙』関係刊行物の研究」の2003年度研究成果報告書（『福島安正のシ
ベリア単騎旅行に関する大衆メディアの諸相 絵図をめぐって 』桃山学院大学 原山煌
平成15年３月刊）において，当時の日本の大衆社会にどのような反応が見られたかという点
を，絵図をはじめとする大量かつ多種多様な印刷物をおもな題材として考察した。およそ当
時存在していたあらゆるメディアが，当時知られていたあらゆる印刷技術を使ってこの出来
事をとりあげ，大いに喧伝した結果，一種のブームが引き起こされたことを具体的に立証し
えたと考えている。
ここでは，主として，同報告書に今後の課題として挙げておいた，その出来事をめぐる言
説の問題をとりあげることにしたい。まず，シベリア単騎旅行後の福島が，大衆の前にどの
ようにあらわされるのか，さらに，アジアに係わって彼自身がどのような言説を明らかにし
て行くのかという検討である。情報将校という立場の福島が，シベリア単騎横断旅行によっ
て，結果的に作り上げられた「遠征将軍」という華々しい立場から，アジアや世界における
日本について語る言説は，当時の国民に格別の受け取られかたをしたことであろう。
Ⅰ シベリア単騎旅行以後の福島の活動
情報将校としての福島は，成功裡に終わったシベリア単騎旅行の後にも大規模な調査旅行
を敢行している。すなわち，大佐昇任後の1895－97年の，アフリカ大陸の一部をもふくむ中
央アジア・西アジアへの大旅行がそれである。太田阿山は，その編書の冒頭の「刊行に際し
て」において，福島の大調査旅行を３次に分けて示しているが，その最後のものにあたる
（太田 1943：1)。ついでながら，太田によれば，第２次は単騎シベリア旅行，第１次はイ
ンド・東南アジア地域への調査旅行である。なお第１次の調査旅行については，シベリア単
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シベリア単騎横断旅行以後の大衆向け活動について
騎旅行の時のような大きい社会的反響は見られなかった。第３次旅行は,「日清の役其の局
を結ぶや，予ねて世界の大勢を洞察し，東亜の将来を考慮しつつあった」福島が,「明治二
十八年十月五日東京を出で同三十年三月二十五日東京に帰る。此間十八閲月五百三十八日，
行程四万三千五百三十一哩」にわたって「安南・暹羅・緬甸・印度・亜富汗斯坦・波斯・高
喀索・中央亜細亜・亜拉比亜の各地，全東亜西南一帯の大陸に連なる未開半開の境」｢更に
之れと関聯を有する欧阿両洲の地，土耳其・埃及」を踏破したものであった｡「長途の行旅
力めて騎馬を用ゐ，艱難備さに嘗めて其の地理人情を明かにして居る」とこのときの旅行記
録を出版した太田阿山は述べている（太田 1943：3)。
福島の名は，この第３次の中央アジア大旅行を境として，そのあとは，冒険者としてでは
なく，軍人としての立場からの言説によって記憶されるようにもなって行くのである。
福島は，明治の後半期に日本が関係する対アジアの諸事件で，折にふれてみずからの言説
を明らかにするようになる。福島の軍歴からして，兵を率いて戦う機会が極度に少なかった
ので，華々しい戦功によって人口に膾炙することはほとんどなかったといってよい。
時間関係を追って，絵図の面から確かめてみよう。
先ず日清戦争の場合から見てみる。シベリア単騎横断旅行から帰った翌年に始まる日清戦
争（シベリア単騎旅行の翌年）の際には，少ないながらも福島が登場人物として扱われる絵
図がある。たとえば，錦絵としては，小林清親に「牙山激戦安城渡進撃之図」[大判錦絵３
枚続。明治27年９月 松本平吉］があり,「松崎大尉」に率いられて渡河する兵を岸より見
守る「福島中佐」が中央に，左の面には「大島少将」がいずれも馬上抜刀の姿で描かれてい
る。楳堂小国政の「朝鮮事件日清大激戦図第二」においては，牙山進攻作戦中に,「大島旅
団長」が馬上，清兵の中に軍刀をふるって斬り込み，それに「福島中佐」が続くという構図
（[大判錦絵３枚続。明治27年８月 尾関岩吉]）が描かれる。また「朝鮮事件日清大激戦之
図第三」[明治27年９月４日 尾関岩吉］という小国政による同題の連作もあり，海上の戦
いを背景に日清両軍の白兵戦を描くが，そこでは，右に清軍，左に日本軍が描かれ，左端に
は旭日旗のもと，喇叭手を側に置いて馬上剣をふるって兵を鼓舞する福島が描かれる。この
図中，ただひとり名前が張り付けられているのが福島である。さらに同人の「清国牛荘攻撃」
[日付なし 村上豊治郎］なる作品では，敵将「リウコンイツ」[劉坤一］が率いる清兵を牛
荘における戦いで攻撃する兵を陣頭指揮する「野津中将」を中央に，左に「福島中佐｣，右
には「立見少将」が，いずれも馬上抜刀の姿で描かれ，立見の馬側には「佐藤大佐」をも配
している。また，梅堂が描く「九段康国神社境内陳列清軍器分捕品及未着大砲類種々」で
は，後ろ手に縛められて跪かされた清兵の前に大島少将とともに椅子に坐し，３枚続きのう
ちの左２枚を使いきる構図で並べられた分捕品を指さしながら尋問する「福島中佐」の姿が
描かれている。大島・福島の背後には,「橋本少佐｣,「田辺大尉」が立つ絵柄である（小西
1977：80－81)。楊斎延一には,「日本大勝利平壌落城ノ図」[大判錦絵三枚続 明治27年９
月 澤久次郎］があり，平壌落城時の混乱した様子を描くが，馬上で兵を鼓舞する野津中将
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・大島少将とともに，遠景ではあるがやはり馬上の福島が兵を率いて破られた城門を突入し
てくる場面が描かれている（同前：40)。
このように，図中で福島を特定しうる作例がいくつかあるにはあるが，日清戦争での福島
のはたらきは，とりたてて著名なものとはいえない。日清戦争の錦絵では，平壌の玄武門一
番乗りの原田重吉や成歓作戦における松崎真臣大尉の安城川渡りなどが広く知られていたが，
そうしたモチーフのように，特定の場面をめぐって何例もの作品が描かれるというような扱
いを受ける働きは福島についてはなかった。
日清戦争後の明治31年，綱島亀吉から発行された「明治英名盡」は，１枚を全16コマに分
かった構図で，それぞれのコマに軍人を描く【図版Ａ】。絵姿のみで名が付されないコマが
５つ在るが，残りのコマにはすべて固有の名前が付されている。その顔ぶれは，有栖川宮
［熾仁]・樺山［資紀］大将・野津［道貫］大将・大山［巌］大将・山路［元治］将軍・山
縣［有朋］旅団長・松崎［真臣］大尉・原田重吉・小野口徳次，これに加えて，その絵に福
島安正と郡司成忠も描かれているのである。郡司は日清戦争には予備役からの応召となった
が，北千島から戦場である威海衛に駆けつけたときには，すでに大勢は決しており，彼に与
えられた任務は捕獲された清軍軍艦を大連に回航するという残務整理的なものであった。福
島も前述したようにこの戦争に従軍している。
しかし「明治英名盡」においては，この二人に限っては，日清戦争における活動ではなく，
それ以前の「千島探検」(郡司)，シベリア単騎横断旅行（福島）の主人公として描かれてい
るのである。短艇の舳先に立つ郡司，防寒外套を着て徒歩で馬を曳く福島，いずれも明治26
年に大ブームをまきおこした二人の，よく見慣れた絵柄である。日清戦争を終えた段階でも，
この二人については，総じて「千島探検」｢シベリア単騎横断」の絵姿で登場させた方がよ
く売れるという判断が版元にはあったことがうかがえる。
これは文章表現においても同様で，戦場における軍功に結びつくような記事は見えない。
ただ，管見に入ったものとしては，富岳館編輯部編の『征清壮絶日本軍人義勇伝』にわずか
数行の記事が見える｡「福島中佐」と題する一文である。
平壌の役弾丸雨注の中に立ち自若として参謀の職を執りし者多かる中に単騎旅行を以て
有名なる福島中佐は折しも六連発の小丸中佐の愛馬の左耳を穿ち中佐の脇腹を掠めて飛
び皮肉破れて出血甚たし部下の士官軍医に急報し軍医は直ちに馳せ付けて治療せんとせ
しに中佐は首を打ち振り「ナアニ之しきの事に医者なんぞか要るものか」と馬上自分に
繃帯を施し再び肥馬に鞭ちて前進したりといふ嗚呼福島中佐は相渝らず福島中佐なる哉。
（富岳館編輯部編『征清壮絶日本軍人義勇伝』富岳館（大阪） 1894：16－17）
同書に収められた軍功が数頁を費やして述べられるものが多い中で，わずか本文４行余の
短さである。
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【図版A】「明治英名盡｣綱島亀吉 明治31年。図中各コマ記入の名は次のごとし。
第１段：(左より。以下同）｢福嶌中佐」｢野津大将」｢樺山大将」｢有栖川宮｣
第２段：(不記）｢山路将軍」｢大山大将」｢郡司大尉｣
第３段：｢原田重吉」｢松崎大尉」｢山縣旅団長」(不記)
第４段：(不記）(不記）(不記）｢小野口徳次｣。
また，同戦争時に多く刊行されたさまざまな軍歌集にも福島の軍功を称えるような歌は見
受けられず，わずかに「福嶋中佐の勲」なる題名のものが管見に入ったが，これとても次に
見るように，あくまでもシベリア単騎遠征の福島が念頭にあるだけで，赫々たる武勲があっ
てそれが歌として結実したという例ではない（西森 1984：丁数なし)。
欧米諸国に日の丸の 国旗と共に名声を
輝やかしたる功績の 孤剣単騎の遠征は
東と西に轟ける 福嶋中佐は安正は
誉を負ふて茲にまた 戦ひ開き清国に
進む兵士を指図して 北京の城を攻め落し
城下の誓を行はヾ 偉名はいやまし伝はらん
万代かけて香るらん
福島の名が国民の前にふたたび印象的なものとして具体的に登場するのは，ずっとのち，
義和団事件への出兵のさいであったといえよう。これは情報将校としてのキャリアを歩む福
島が，実際に戦場に身を置いた数少ない例の一つといってもよい。そのなかで，特に目につ
くのが，それまでは取材される対象であった福島が，義和団事件以降は,「語られる立場」
というだけでなく，みずから言説を発しはじめることである。
1900（明治33）年の義和団事件の際，北京に出兵した西欧諸列強に伍して日本も軍を送る
が，その際福島は臨時派遣隊司令官に任じられた。この事件における福島をめぐる絵図とし
ては，さすがに司令官という重職にあったゆえか，いくつもの作例が見られる。
中嶋石松から明治33年７月15日に発行された石版画「福島少将の枝隊連合軍と共に天津へ
侵入の図」においては，画面中央に描かれた天津へ進出する聯合軍の軍勢を手前の高みから
遠望する聯合軍首脳が見えるが，岩の上に坐すのは，その容貌からして福島かと思われる。
また，明治33年８月13日に藤山種芳（東洋彩巧館）から発売された石版画「福島少将太沽
上陸之図」があり，乗馬の福島が描かれる。
さらに「清国戦乱画報」というタイトルで明治33年８月30日の日付で発行した葛西虎次郎
の石版画連作の中にも，其十四に「北京附近列国聯合軍露営指揮官軍議ヲ凝ス之図」という
作品があり，民家の前庭にパラソルで陽射しを遮ったテーブルを囲んで列国司令官が協議し
ている場面を描くが，画面中央に立ち両手を広げて主張する塚本旅団長の左に福島が坐す。
同連作其十八の「聯合軍北京総攻撃」には，画面中央に朝陽門があり，そこへ各国軍が突入
する場面を描くが，それを画面手前の山上から遠望する聯合軍首脳のなかに塚本旅団長に並
んで双眼鏡で戦況を観察する福島が描かれている。大きく描かれた人物には，個別に番号が
ふられ，右欄外にそれぞれの名前を挙げている。
このような例がいくつもあることはあるが，義和団事件については，あまり長い時日を要
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さずに終息したこともあってか，大量多種の絵図が売り出されたというわけではなかったと
思われる。福島個人のモチーフとしても，その要職にもかかわらず，シベリア単騎旅行の際
のように大量の絵図が売り出されたというようなことはなかったようである。
Ⅱ 福島安正の大衆向け言説
注目すべきことは，義和団事件出兵の際，福島が次のような軍歌を作詞したことである。
歌詞は以下の通りである。
明治三十三のとし 夏の初めの月の夜に
黒雲西に現はれて 事やありなん支那の空
忽まち告る戦報は 支那の北部の義和団匪
初め義民と称しつつ 尊王攘夷の旗を樹て
耶蘇教堂を焼払ひ 外国人を打ち殺し
猛りくるうて北京の 城門近く寄せ来たる
支那の政府の頑固党 却って之を愉快とし
鎮撫の策を取らぬ故 兇焔益々はびこりて
義民は変じて賊となり 乱暴狼藉極まれり
此処に至りて列国の 軍艦大沽に集まりて
水兵俄かに上陸し 公使の護衛居留地の
保護の怠りなかりけり 左れど清廷手を出さず
官兵加担の様子あり 鉄道電信破壊され
京津連絡断絶し 公使居留地人民の
危険は日々に迫り行く 如何で猶予の有べきぞ
列国ますます兵を増し 変に応ずる準備せり
我第一の陸兵は 実に臨時の派遣隊
名誉を担ひ歓声の 中に宇品を解纜し
渤海さして進み行く 今や彼の地を見渡せば
英国フランス独逸国 露西亜イタリー墺太利
アメリカ加へて七ヶ国 孰れ劣らぬ大丈夫が
精鋭競ふ大晴場 其の数タトヒ少にせよ
我が陸軍の代表者 我国固有の精兵を
世界に示す時なるぞ 名誉極まる責重し
共に戦地に在る時は 国に欧亜の別あれど
同じ国守る兄弟よ 礼儀は武士の花なるぞ
謹み譲り耐へ忍び 些々たることを争うて
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嘲り醸すこと勿れ 大事を誤ること勿れ
共に戦地に在る時は 只一筋に国のため
此処ぞ命の捨て処 此処ぞ名誉の揚げ処
勇進奮闘第一と 敵の陣地を蹈み破り
神州男子の功を 五大洲中に輝かせ
天皇陛下の御威徳を 天地に響かせ奉れ
この歌については，早く堀内敬三が「福島安正少将の作とも言ふが不明」として紹介して
おり，さらに「多少軍隊内に歌はれていた程度で，北清事変に関しては殆んど軍歌」がなか
ったと述べている（堀内 1944：172)。そして小林一三によって福島の作であることが確認
され，紹介されているが，それは雑誌『風俗画報』臨時増刊「支那戦争図会第弐編」に見え
る記事を引用したものである（小林 1986：221－224)。しかし同軍歌は，すでに『東京朝
日新聞』明治33年７月23日付記事に見え，そこには,「今回の事あるや福島陸軍少将先登隊
を率いて威海丸に投じ波濤を蹴て大沽に向ふ船山東の一角を過ぎりて無限の感慨胸を打つも
のあり乃ち筆を呵して軍歌を作り部下に示して満船の英気を鼓したりといふ此事及び軍歌の
結句我社特派員靺鞨生［上野岩太郎］の通信に見えたるが今其全部を得たれば更に掲ぐる事
とはなしつるなり而も此歌我兵士間に伝唱せられて天津に日章旗の飜るところ旺に軍気を奨
めつつありしとぞ」と，この歌が生まれた事情が説明されている。
また，この遠征の際,「従軍講談師」として同行を許された森林黒猿（天野節）は，のち
に『北清事変 日本の旗風』と題する全六巻の講談速記本を出版するが，その第一巻「太沽
の巻」にも，福島が同軍歌を作ったときの様子が以下のように述べられている。
福島閣下は籐の椅子に凭れて何か頻りに考へて居られたそうですが頓て菅野副官をお
呼びになつて「此様な戯れをやつたワイ」と笑ひながら書たものをお出しになりました，
見ると何時の間にか一篇の軍歌をお作りになつたのであります，其の軍歌は中々長いか
ら後回に演じますが，頗る能くお出来であつて，閣下は副官に向ひ，各兵士に歌はしめ
るやうお命じになりました，是は一ツは兵士の気慰みにもなりますし，又軍気を奮起せ
しむる手段でもありますが，此一事を以て見ると総司令官たる福島少将其人の万事にお
心を配られたことヽ文学的思想にも富んで居らるヽ事が能く分るのであります（天野
1902：262)。
黒猿は，日露戦争直前の1903年５月５日から『大阪毎日新聞』紙上で,「講談福嶋少将」
の連載を開始しているが，同日の「第一席」冒頭において「記者しるす」文があり，そこで
は「演者黒猿子は日清戦争の講談では有名な人で再昨年の北清事変の時の如き自ら奮って自
費渡清を企て居ること半ケ年兵馬の間を奔走し戦争の実況を目撃し帰つて後東京に於て福嶋
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少将の牛込矢来町の邸を訪れ少将の経歴を聞くこと是亦一年を費し頗る苦労をして此の伝を
講談に組立てた」というコメントが見える。黒猿は前記『日本の旗風』のなかでも福島との
つながりを強調しているが，それによると後に軍医総監をつとめる石黒忠悳（1845－1941）
がかねて黒猿を贔屓にしており，石黒の古くからの知己福島を紹介されたものという。北清
事変で行動をともにすることによって，黒猿は更に福島への接近を実現したようである。
ただし，この連載自体は，福島自身からの「頗る汗顔に堪へざるものあり」｢何卒掲載を
見合せくれよ」という申し入れによって，同５月14日付紙上の「第十席」であえなく中断し
てしまう。黒猿には軍事・戦争講談という分野において独自性を確立したいという意図があ
ったのかもしれないが，それは福島一件についてはここで挫折することになる。
話を福島の軍歌にもどそう｡『東京朝日新聞』紙上のこの報道のあった７月下旬頃，東京
の盛林堂は『士気鼓舞北清征討軍歌 第一』(明治33年７月29日発行）という小冊子を発行
したが，そこではこの詩を掲載するだけではなく，山田武城作曲になる楽譜をも収めている。
同書のまえがきには，上記した作詞の経緯をなぞって述べたうえで,「庚子［明治33（1900）
年７月]」当時,「現今大に天津在屯の我軍隊間に愛唱せられたるなりとて十八日朝帰還負傷
兵の一人が報知新聞特派員に示し」作曲がなされたと言い,「同少将及在清軍士の忠勇義烈
を唱揚し併せて世の同好諸士と共に奉公の一端を尽さんとするのみ」と結ぶ。
『風俗画報』215号（明治33年９月５日発行）では，上記『東京朝日新聞』の記事を，句
点を付し，一部省略した上で引用したものが出処を明らかにしないで掲載されている。福島
の手になる軍歌は，このように，次々に広められていったのである。
福島のこのような「余技」は，軍歌の作詞にとどまらない｡「北清事変従軍講談師森林黒
猿」は，同じ義和団事件での出兵のこととして，次のように伝える。
楊村会議で，北京を目前にして，救援の軍をどう進めるかについての連合国側の軍議が開
かれ，急速前進を主張する日本に対して，日本軍の突出をおそれる露仏はなお慎重な前進を
論じていた。その際の日本側の代表が福島であったが，かれは「日頃温厚慎重にして寡言な
るに似合ず，此日の議論は頗る激語を放つて」ついに合意にこぎつけたという。そして黒猿
は「其の当時福島少将が戯れに作られた文句入りの都々逸がありまするから，事の序に一寸
演じて，諸君のお慰みに供する」といい，その歌詞を紹介する（天野 1903：125－126)。
楊村会議
可厭ならお止しよ，私何処までも
公使館救はず敵手に落ちば
何の面目あつて世人に見えん
北京抜かずにや止みはせぬ
さらに黒猿は,「福島安正君は堂々たる日本軍人の将官にして，国家の干城であるから，
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都々逸などは日頃作つた事のないのは勿論で厶います。此のお人にして此の都々逸を作つて
戯れられたと云ふのが，如何にも面白いと思ひますから，それで一寸此処に演じて置いたの
であります。此の事は軍中の大評判となりまして，兵士衆の中には内々謡つて喜んで居る人
もありました，此の都々逸の如くに，断固たる決心を以て急速前進を唱へたからこそ，露国
仏国も同意した」(同前 126）というのである。
このようないきさつもあったせいか，福島の作る軍歌は，当時名を知られていたようで，
大町桂月（芳衛。1869－1925）は，日露戦争が始まったころに「軍歌」という一文のなかで,
「軍歌は戦争の産物也」といい，一般論として軍歌の必要性を説いている。そのころまでに
「やヽ面白かりしは「『四百余洲をこぞる』と『雪の進軍』の二者」だといい，始まつたば
かりの日露戦争においては「一方には日本の美を歌ふべく，一方には露国の悪を歌ふべし」
と述べ,「人口に膾炙するに足るべき傑作」が出ることを訴えている。その文で大町は日本
軍人の特質として,「福島少将をはじめ，軍人にして，軍歌もしくは詩歌をつくるものヽ少
なからざるは，日本にして始めて見るべき現象なるべし｡『桜うえたり，軍もしたり，これ
がまことの大和武士』といへる俗謡は，今にその意義を失わず」と，福島を名指しする（大
町 1904：237－242)。これは，福島が「北清事変」の際の作詞にとどまらず，日露戦争に
おいても次に示す軍歌を作っていることを踏まえた指摘である。
その軍歌とは福島が作詞した「討露軍歌」(征露軍歌とも）である。この詩は，明治37年
２月７日『讀賣』紙上の記事「福島少将の討露軍歌」によれば，福島が明治36年秋「不幸二
豎の犯す所となり爾来薬爐と相親み昨今少しく快方に向」ってきたので療養地の逗子から帰
京しようとしているが,「愛国の熱誠禁じ難く病中筆を執りたるもの」だという。まさにこ
の記事の出た３日後の２月10日，日本はロシアに宣戦布告して日露開戦となるのだが，詩が
作られた明治36年秋には既に戦争必至の状況であり，この詩からは，そのような緊迫した雰
囲気が十分に感じられる。以下にその詩をあげる。引用した詞は，下記歌集のうち，①によ
る。
世界に名高き日本国 旭に輝く日の御旗
皇統連綿大君の 臣子は今や五千万
仁義を以て建てし国 忠勇勝りし国の民
之れに反する敵国の 其有様は皆な知らん
偽そ詐りを常として 他国の領土を掠取り
咎なき家を焼き払ひ 罪なき人を撃殺し
逃る婦女子を逐廻し 乳に泣小児を刺殺し
兇悪暴戻神人の 共に赦さぬスラブ人
国は広きも荒野原 人は多きも烏合勢
一億半余の人口も 六十有余の異人種ぞ
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直隷平野の戦に 進み兼たる卑怯者
歴史に名を得し哥薩克も 今は昔の夢なるぞ
旭に溶くる雪氷り 消てぞ失ん露西亜兵
イザ起て奮へ我男児 駒さへ勇む春立てり
仁義の帥に敵はなし 愉快極まる此の戦
旅順哈爾賓踏破り 烏拉の山の絶頂に
旭の御旗を飜へし スラブを旧都モスコーの
森の畔に逐ひ籠めて 我大君の御威徳を
普く宇内に宣揚し 世界の平和を楽まん
ロシア帝国を西へ西へと追いたてて，ついにはモスクワに追いつめるという実に威勢の良
い内容であるが，歌詞に描かれた日本軍の進撃方向は，まさに福島のシベリア単騎旅行の逆
コースそのものである。
最初にこの歌について報じた新聞報道に掲げられた歌詞と，この軍歌をめぐって発売され
た幾つもの軍歌集との間には，歌詞行文の相違が見受けられる。当時発売の軍歌集の多くに
は先に掲げた歌詞が見えるが，上記『讀賣新聞』記事に付された歌詞においては，第1行目
後段「旭に輝く日の御旗」の部分が「其有様は皆知らん」に，第３行目後段「忠勇勝りし」
は「忠勇優れし」に，第５行目「偽そ詐りを」は「欺り偽るを」に，同後段「他国の領土」
が「他国の領地」に，第７行目「逐廻し」は「辱しめ」に，第13行目「雪氷り」は「雪氷の」
に，第15行目「仁義の帥」は「仁義の師」になどと出入りが多くあり，また下記諸歌集のな
かの歌詞相互についても小さい異同が多い。
この歌が時局がら人気を博したことは，多くの出版物から想像できる。管見に入ったもの
を列挙すると以下のとおりである。
① 小池清編『帝国万歳 征露軍歌 第壱』三益堂 明治37年２月15日
［福島の作詞と横井忠直の作詞を表裏に併載。横井作品については楽譜を付す]。１枚も
の５折。
② 陸軍少将福嶋安正氏作歌『征露軍歌』盛林堂 明治37年２月15日
［作曲は町田久。町田久作詞作曲「荒鷲」併載]。１枚もの半折。
③ 陸軍少将福島君作『宣戦詔勅 征露軍歌』城石福次郎 明治37年２月15日
④ 陸軍少将福島安正君作歌・学習院教授納所辨次郎君作曲『征露軍歌』研成会 明治37年
２月19日発行。１枚もの半折。
⑤ 福島陸軍少将作歌『征露軍歌』たつみや書房 明治37年２月23日
［音楽学校教授鈴木米次郎君作曲 楽譜付 巻頭に「宣戦詔勅｣]。袖珍本。
⑥ 青木恒三郎編『曲譜挿入 征露軍歌』青木嵩山堂 明治37年２月28日
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［後半には横井忠直作歌 ｢征露軍歌｣ を載せる｡ 作曲者は両者ともに不記｡ 巻頭に ｢詔勅｣]｡
袖珍本。
⑦ 国木田独歩・枝元長汀編『征露軍人吟詠集』近事画報社 明治38年３月５日
（所見本は再版。同書刊記によれば初版は，明治38年１月１日発行）
⑧ 西村茂樹『元気』日本弘道会 1905
⑨ 福島少将作歌『討露軍歌』刊記なし。１枚もの３折。
⑩ 『征露の歌』三光堂。刊記なし
［裏表紙に「蓄音機専売店三光堂本店（東京市浅草区並木町廿三，四，五番地)，同大阪
支店・福岡支店の広告があることから同店にかかわる広告か。福島の軍歌歌詞を巻頭に置
き，以下は日露戦争にちなむ替え歌，もじりなどを列挙]。
上記⑩もそうであった可能性があるが，書店などで発売されていた出版物ではないもの，
すなわち無料で配布される広告物などにもこの歌はとりあげられている。ここでは，双六仕
立てにした引き札を例に挙げる。
「福島少将作征露軍歌双六」は，歌詞を適宜コマに当てはめて，皇居前を行進して出陣す
る画面をくり出しに，万国旗の下で中国人をも交えて祝宴をなす場面の十三まで進むと，画
面中央には長方形の商店名などを入れる空白があって，そこが「上り」となる画面で構成さ
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【図版B】「福嶋少将作征露軍歌雙六」引き札４種。
れた引き札である［図版Ｂ参照]。鮮やかな彩色印刷物である。この引き札で，管見に入っ
た四種は，大阪市堂島の柳原彦七，滋賀県蒲生郡八幡町の柴寅，下高井郡平野村の米穀塩雑
穀類篠田商店，浜松市神明の和洋御菓子製造販売近江屋商店（これは浜松市博物館所蔵）が
それぞれ出したものである。下高井郡平野村とは，現在の長野県中野市にあった地名で，こ
の四府県にわたる地域的広がりは，同一の引き札製造業者から売り出された商品が，各地の
顧客から注文を集め，広く江湖に迎え入れられたことをうかがわせるに十分である。
なお，ついでながら，この詩が現れる背景として，ロシア側の日本に対する同様の好戦的
な軍歌があったことにふれておく必要があろう。
明治36年９月末発行の『松本親睦会雑誌』197号「雑報」欄に掲載された「暴慢なる哉露
兵の軍歌雑報」と題する記事には，最近新聞記事として次のような文が見える（同誌：5－7)。
親露主義とは何等の囈語ぞ，開戦尚早とは何の夢ぞ，愛国の至誠あるものは左の軍歌
を一読して其の士気を奮起せよ，彼の満洲一帯の露兵，酒を仰で耳熱するの頃，意気揚々
として歌ふ，果して何の曲謡ぞ清人知らず，日本人又久しく知らざりき露語を解する一
日本人の身を商賈に扮して旅順大連の間に入る有り，露兵が日常歌ふ所を耳にし慷慨措
く能はず，其の原歌を意訳して寄せ来れり
◎日本討伐軍歌
天に二つの日あるなし
地に統一の君ありて
世界平和は見るべけれ
こは是れピートル大帝の
我等に下し置かれたる
最も尊とき遺勅なり
遺勅のほどを畏みし
我等の父祖は勲功は
烏拉爾，黒龍，踏み破り
夢に乗り取るマンチュリア（満州
ママ
）
松花江に飲ひて
馬首立て直して遼東に
要害堅固の聞えある
旅順の港は，一トなだれ
通称多望の大連湾
早くも我手に帰しにけり
早くも我手に帰しにけり
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊
かくて進まん勢ひに
老大不振のキタイスキイを（清国）
中華と称へし帝国は
我が顎上の肉ならめ
折しも有れや音に聞く
ヤポロ
ママ
スキ（日本人）とて小兵者
我等の進路をさへぎりて
一矢を酬むる殊勝さよ
半身不随の英国と
取り結びたる同盟の
他力を頼む太刀先きが
強硬などとは小癪なり
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
いでや来れや，目に物見せん
敵は地の利に拠りて
海洋捲波の勇あるも
我に天授の使命あり
守るに強き要塞あり
進むに勇むコサツクの
馬蹄にかけて蹂躙せん
猫顔大のヤツポン（日本）の
領土屠らん楽しさよ
士民鏖殺，面白や
嗚呼，満州
ママ
一帯の露兵，其の歌曲の何ぞ傍若無人なるや，彼れ已でに「老大不振のキタ
イスキイ…が顎上の肉ならめ」と歌ひ，更らに進んで我が日本帝国の領土を屠り，我が
五千万民衆の肉を喰ふを以て其の快となせり嗚呼，是何事ぞ，友誼何れにか有る，信義
何れにか有る，我れ外交の益なきを見るや久し復た露国と交るの要なきなり
詩人よ，歌へよ，何ぞ歌はざる，彼已に日本討伐の軍歌を歌ふ，我れ何ぞ露国討伐の軍
歌なくして可ならんや（キタイスキイとは契丹の転訛せし露説にて清国を指す）
日本にとっては，はなはだ物騒な内容の歌ではあるが，当時の日露関係はこの種の歌が迫
真性を以て聞こえるような煮詰まり方をしていたのである。日本で強い反発が起こるのは当
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然ともいえる。一例を挙げよう。この記事に続いて，同誌は「民の声」と題する記事を掲げ
るが，そこでは「右の歌に激して歌ひ出したるものと存せられ序故之も御覧に入れ申候」と
いい，以下の歌詞を紹介している。
民の声 一青年
亜細亜の空に濛々と 靆く妖雲簇がりて
俄に轟く大砲の音 三千年来涵養し
日本男児の剛勇を 現はす時は今なりと
愛国義侠の勇将猛卒が 砲煙弾雨を凌ぎつヽ
旭の御旗をし立てヽ 猛進するぞ勇ましヽ
要害堅固の聴へある 旅順の城を乗り取て
コサツク騎兵を蹴飛つ 苦も無く不耗のシベリヤを
五寸の鞋に蹂躙り 当るを幸ひ切り伏せば
敗兵四方に散り失せて 一瀉千里の勢に
陥れたるピータル市 皇旗ひらめくピータル市
福島の「征露軍歌」も，明らかにこのような流れの上に位置付けられるものといえよう。
Ⅲ 剛健旅行
福島は1914（大正３）年大将に昇進し，予備役に編入される。福島の出身地である信濃松
本にある開智学校に保存される「校長日誌」の９月15日の稿には,「福島関東都督ノ昇進及
予備 本日陸軍大将ニ昇進セラレ関東都督ヲ免セラレ予備ニ編入…（中略）…信州トシテ第
一回ノ陸軍大将ヲ出セシハ勿論名誉トスル処ナルモ世界的殊ニ支那通ノ福島中将ノ直ニ予備
編入ハ国家ノ為ニハ勿論我信州軍人ノ発展ノ為メ大ニ遺憾トスル処ナリ」と慨嘆する（開智
学校２ 1989：321)。郷土の人たちの無念さが直接伝わるような文面である。
福島は，晩年，特に帝国在郷軍人会副会長になってからは,「或は在郷軍人に対し，或は
青年会員に対し，或は教育者に対し，或は師範学校，中学校，小学校等の生徒に対し，閣下
独特の剛健主義思想の鼓吹宣伝に熱心努力」といわれるように，全国を講演行脚することに
熱中したという（綿貫 1919：序)。
その講演の内容は，どのようなものだったのか。福島の説く「剛健主義」については，福
島没後，いくつかの編著がその主旨を紹介している。
1）村上貞一編『馬上講演 剛健と修養』忠誠堂 1919年６月10日発行
2）綿貫仁門編『福島将軍講演 剛健主義』川流堂 1919年６月21日発行
3）野中春洋編『福島安正 国民性の発揮』袖珍名家文庫12 東亜堂 1920年9月18日
などが見えるが，その内容は大同小異である。ここでは，3）の目次を挙げておこう。
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少年時代の追憶／蒙古の話／旅行雑談／国民性の涵養／国民の覚醒と心身の鍛練／粗食
活動と美食安逸／山野の跋渉と旅行／日本の進歩と世界の短縮／世界の将来と吾人の覚
悟／人口増殖と米塩／盛んに海外へ発展すべし／誠意の実例／独逸の敗因と道義心（綿
貫 1919：1－4）
「盛んに海外に発展すべし」の項では,「東西南北何の方向でもよい。満洲にしろ蒙古に
しろ，或は南洋南米阿弗利加にしろ，何処でもよい，苟も発展し得る余地のあるところは何
処へでも発展すべしである」と述べ，特に「満洲蒙古の地」が「今後日本の勢力で詰め込め
ば大分の植民を吸収し得る」ので,「外国人に負けず劣らず，充分奮闘して着々地歩を築い
て行かなければならぬ」などと主張し,「神州男児の本領を発揮せよ」と鼓舞するのである
（同前：185, 214, 219)｡「支那通」｢露西亜通」などと評された福島の口からこのような主
張が語られるとき，一定程度の「重み」が当時の社会に感じられたのではないだろうか。
前記した開智学校に保存されている教育史関係資料には，さすが福島の出生地だけあって，
この講演旅行の行程が詳しく記録されている。すなわち大正４年度の「校長日誌」４月４日
の項に，次のような記述がある。
将軍昨十一月廿五日目白出発本年四月三日入松迄ノ行程＝午前七時出発（武州）八王
子（甲州）猿橋，甲府,（信州）神戸，上諏訪，薮原，上松，妻籠,（美濃）大井，御嵩，
太田，加納，関原,（江州）木ノ下（越前）鶴賀,（若狭）小浜 高浜（丹後）余部（丹
後）宮津，峯山（但馬）城ノ崎 香住，浜坂,（因州）鳥取,（伯耆）松崎，赤碕［原字
は「崎」なれどこの字に訂正あり]，米子,（雲州）松江，杵築,（石見）太田，太高，
江津，浜田，益田，津和野（長州）篠ノ目（周防）山口,（長門）舟木 長府,（豊前）
小倉 椎田，中津,（豊後）立石，別府,（大分）臼杵［原字「木｣]，佐伯，園（日向）
熊田，延岡，美々津，高鍋，佐土原［原字「木｣]（宮崎）高城，都城（薩摩）敷根，鹿
児島，串木野，川内，阿久根,（肥後）水俣［原字「股｣］佐敷，八代，熊本，高瀬,
（筑後）柳川,（肥前）佐賀,（筑後）久留米［原字「女｣]（筑前）二日市，福岡，赤間，
直方，戸端（長門）下ノ関 厚［原字「熱｣］狭（周防）嘉川，徳山，岩国,（安芸）二
十日市，広島，西条，本郷,（備後）尾［原字「小野｣］道,（備中）福山，倉敷（備前）
岡山 片立（播州）赤穂 龍［原字「立｣］野（姫路）明石，三木，三田，尼崎，大阪,
（河内）長野,（大和）郡山,（山城）木津,（伊賀）上野 （伊勢）久居 山田，津，
四日市,（尾州）下ノ一色，名古屋（三河）岡崎，豊橋，新城（信州）山口，平谷，飯
田 赤穂 辰野，松本
右里程九一六里一三〇日間，
東京－鶴賀 一三四 鶴賀－津和野 一七一
津和野－鹿児島 一六五 鹿児島－門司 一二二
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下関－岡山 九九，五 岡山－山田 一一一，五
山田－赤穂 九七， 赤穂－松本 一六，
各所，揮毫一日平均百枚一万三千枚ニ達ス松本二百余枚（開智学校２ 1989：365）
1914年秋から翌春までの間にこれだけの旅程をこなして，いわゆる剛健主義を宣伝してま
わっているのである。まことに精力的な活動といわざるをえない。
この大がかりな旅行が始まるすこし前，1914（大正３）年６月８日の開智学校校長日誌に
よれば，前日,「福島将軍令息四郎氏ト突然来松ニツキ小里市長等ト停車場ニ出迎ヘ｣，その
夜は「一ツ橋丸茂ニ投宿」した（開智学校 ２ 1989 312)。このときの来松は，先に亡く
なった継母の法会ならびに墓参が主目的であったが，そのまえに男子部に立ち寄り,「裏庭
ニ集合ノ男子部生徒及女高女生徒ニ校長ノ紹介ニテ一場ノ訓話」をおこなっている（同前)。
開智学校「男子部日誌」によれば，そのときなされたのは,「一 忠孝ノ道ヲ全クスベキコ
ト， 一 未来アル児童諸子ノ大努力ヲ望ム」という内容であった（開智学校２ 1989：
283)。幼時の話をしたかったのだが，時間がないので後日を期すといい,「諸子ハ先生及父
母ノ命ヲ奉シ充分勉強シ国家有用ノ国民タルベシ」との言葉を残して，大松寺で墓参などを
済ませ，五十聯隊，筑摩神社，深志神社,（松本城）天守閣などを訪れている。
同年11月14日，また松本を訪れた福島は，男子部裏庭で「幼稚生，小学，女職五千以上ノ
生徒」をまえに「平素勉学ニ勤メ他日国家有用ノ材タルベシ」との訓示を行い，夫人ととも
に五千の生徒，職員などとの記念撮影をおこなったあと,「校堂ニ於テ職員一同」への2時間
に及ぶ講話をおこなった｡「校長日誌」はその内容を「一 信州山水ノ秀麗ト精神感化ニ及
セル影響， 二 アルプス山々西山ノ高峯ニ遠ク及バサス然ルニアルプスノ名ヲ用ヒルハ遺
憾千万， 三 道徳の墜落， 四 精神ノ根本ト小学教育， 五 教育ノ不統一， 六 信
州人ノ長短， 七 困難ニ耐ヘヨ快苦ハ比較ニシテ絶対ナシ， 八 粗食ヲ可トス， 九
学生時代ノ困難ヲ語リ将軍涙下ル職員皆泣ク， 一〇 教師ハ親切ナレ誠意ナレ， 十一
覚悟」とまとめている。九の話に及んだとき，苦学のゆえに食料がなく，切り干し大根だけ
で２ヶ月をすごしたこと，しかしそれより「残念ナリシハ金力無クテ本ガ買ヘナク」て学友
の本を借りて筆写したことだったというエピソードを紹介した際には,「将軍涙下リ情迫リ
暫クハ語ルヲ得ズ」という状況が繰り広げられ「大感動大教訓ヲ与ヘタ」のである（開智学
校２ 1989：326)。上記に紹介したいわゆる「剛健主義」の骨格が，すでにこのとき語られ
ていることがわかる。
さて，福島の故郷松本への思い入れはひとかたではなかったようで,「特に郷里の幼童少
年を誘掖奨励するや頗る熱誠なり。我松本に帰省する毎に必先づ小学校に立寄り校内を参観
し生徒に一場の訓話をなし且つ記念物を贈るを常す」と，長野県松本市の訓話集にも特筆さ
れるほどであった（松本尋常高等学校 1912：367)｡『史料開智学校』に見える福島の来松
の足跡をふりかえると，現役時代の明治期には以下のようであった。
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明治31年７月2830日
明治39年４月18日
５月18日
９月18日
明治40年12月14日
明治41年10月27日
大正期に入ってからは上記３年における複数回の訪問のほか，1915（大正４）年・16年・
18年に，松本を訪れている。そのうち15年４月の訪問の際には,「軽キ中風病」に襲われ，
地元温泉でしばらく休養するという事態もあった（開智学校２ 1989：365－370)。
しかし，元気をとりもどした福島は，大正７年８月12日には「耐熱旅行指導」のため松本
を訪れている。すなわち，福島の主唱する「剛健主義」に共感した中学校の教師・生徒らか
らなる「剛健旅行団」が，松本において福島のもとに集合するという行事があったからであ
る。その模様は，以下のとおりであった。
13日 福島将軍指導剛健旅行団午前十時天守閣下ニ集合将軍ノ点検挨拶アリ直ニ松中柔
道部ニ集メ将軍ノ講話各団ノ報告アリ昼食後更ニ午後一時開会引キ続キ各団ノ報告将軍
ノ訓示アリテ後将軍ノ詩作ノ吟咏（新潟組及本校職員内藤大島両氏）
教 生
新潟 男師範 七
長岡中 三 二九
柏崎中 四 一五
静岡 静岡中 一 一〇
浜松中 二 一〇
掛川中 二 一二
計 一二 八三
紀念館参観後武徳殿ニ於テ市ノ慰労茶話会アリ帰宿
翌日「福島将軍午前七時帰軽 本校宿泊ノ新潟師範生出発」と記録されている（開智学校
２ 1989：539－540)。
みずからが発案した「剛健主義」が教育現場からの支持を受け，県境をこえて教師・生徒
総計百名以上の参加をみたことは，福島に満足感を与えたのであろうか。
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お わ り に
福島安正のシベリア単騎旅行が巻き起こしたセンセーションは多種多様の大衆向け言説を
産出することになったわけだが，本稿で見たごとく，後年の福島は,「遠征将軍」としての
ネームバリューを十分に活用して，大衆向けの言説をいろいろな形で発表していった。絵図
や物語の中に取り上げられる「題材」であった福島が，一転みずからの言説を精力的に発信
しはじめる模様が本稿での検討により確認できた。今後の課題としては，本論中にもふれた
ことだが，晩年の福島が熱心に取り組んだ課題，すなわち日本各地の教育現場を精力的に巡
回して，その地の大衆や児童向けの講演を盛んに行ったという事実についての分析が求めら
れなければならないだろう。
参 考 文 献
天野節『北清事変 日本の旗風 第一編太沽の巻』田村書店 1902年
『北清事変 日本の旗風 第五編救援の巻』田村書店 1903年
浜松市博物館『国民の平和』博物館資料集11 2002年
堀内敬三『日本の軍歌』日本音楽雑誌株式会社 1944年
（開智学校）重要文化財旧開智学校資料集刊行委員会編『資料開智学校 第２巻 学校日誌（2)』 電
算出版企画 1989年
小林一美『義和団戦争と明治国家』汲古書院 1986年
小西四郎『日清戦争 錦絵幕末明治の歴史11』講談社 1977年
松本尋常高等学校編『松本郷土訓話集』交文社（松本） 1912年
西森武城『清国征討軍歌大全』盛花堂 1894年
大町桂月『軍国訓』博文館 1904年
綿貫仁門『福島将軍講演 剛健主義』川流堂 1919年
本稿は，平成16年度桃山学院大学特定個人研究費による研究成果の一部である。
桃山学院大学総合研究所紀要 第31巻第３号114
